






















































































表1 JCK作文コーパスの作文の内訳 表2 本研究で使用する作文の内訳
説明文 意見文
JNS 20 20 
CNS 20 20 













































































母語（人数） I 説明文 (SD) 1 意見文 (SD) l 
匹吾 (15) | 7.67 (3.07) 







た (JNS: z=-2.53,p<.Ol、KNS: z=-3.27,p<.Ol)。
次に、日本語母語話者と学習者の違いについて述べる。説明文においては、 JNSは
一人当たり 7回以上、 KNSは一人当たり 6回以上の非限定的名詞修飾の使用が見ら
れ、 KNSはJNSと同程度の非限定的名詞修飾を使用している。一方、意見文における


































































































えば、例 (10)でも文の意味内容から言えば、 「現状」を主題とし、 「少子化に歯止
めをかけられていない」を解説とする述定表現である（例 (10)')。
(10)政府は、少子化に歯止めをかけられていない現状をより深刻に受けとめる
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小田原』角川書店





















沖森卓也、蘇紅（編） （2014)『H本語ライブラリー 中国語と日本語』朝倉書店、 17-
18. 
























日本語記述文法研究会（編） （2008)『現代日本語文法6 第 1部複文』くろしお出
版
益岡隆志 (1995)「連体節の表現と主名詞の主題性」益岡隆志、野田尚史、沼田善子『日
本語の主題と取り立て』くろしお出版、 139-153.
増田真理子 (2001) 「〈談話展開型連体節〉一『怒った親は子どもをしかった』という
言い方一」『日本語教育』 109、日本語教育学会、 50-59.
増田真理子 (2002)「学習者はどのような連体修飾節を使っているか一日本語学習者が
産出したテキストの分析から一」『多摩留学生センター教育研究論集』 3、東京農
丁大学留学生センター・電気通信大学留学生センター、 43-50.
矢吹ソウ典子 (2013)「H本語学習者・母語話者によるストーリーテリングでの連体修
飾節の用法」『言語文化と日本語教育』 46、お茶の水女子大学日本言語文化学研
究会、 1-10.
謝辞
本稿は、博士論文の一部、及び日本語教育学会2019年度春季大会における発表内容
を加筆修正したものです。発表・執筆にあたり多くのご指導をくださった奥野由紀子
先生、長谷川守寿先生、大島資生先生、会場内外で貴重なご助言をくださった皆様、
査読してくださった先生方に厚くお礼申し上げます。また、本研究は、 JCK作文コー
パスを利用して行われたものである。製作者、関係者の皆様に深く感謝いたします。
（じょ だいけい・東京都立大学博士研究員）
